
歌
の
周
辺

こ
の
「
園
」
は
街
な
か
の
公
園
の
こ
と
。「
白
き
霧
な
が
る
る
夜
の
公

園
に
自
転
車
は
ほ
そ
き
つ
ば
さ
濡
れ
た
り
」
で
も
差
し
支
え
な
い
が
、

そ
の
公
園
に
生
い
茂
っ
て
い
る
草
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
そ
う
と
し
て
三
句

目
の
「
公
園
」
を
「
草
の
園
」
と
し
た
。

誰
か
が
忘
れ
て
い
っ
た
自
転
車
が
夜
の
霧
の
中
で
静
か
に
目
覚
め
て
い

る
。
一
瞬
、
ハ
ン
ド
ル
が
翼
の
よ
う
に
見
え
、
自
転
車
が
霧
の
中
を
飛

行
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
え
ら
れ
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
生

ま
れ
た
歌
で
あ
る
。 

（
高
野
公
彦
）

令和５年度の主な講演会・同時開催展

●講演会は入場無料

● 9月 1日(金)～10月31日(火)

●11月11日(土)12：30～

●11月11日(土)～ 1 月14日(日)

●12月 5 日(火)～12月17日(日)

● 1 月16日(火)～ 3 月16日(土)

● 1 月21日(日)13：00～

宮芳平デッサン展

第29回宮柊二記念館全国短歌大会
表彰式・選者講評

第29回宮柊二記念館全国短歌大会
選者・入賞者 色紙・短冊展

宮柊二デスマスク展示

瀧澤さくら写真展

短歌セミナー（講演会）
講師／橘 芳圀（歌人）
会場／堀之内公民館大ホール



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
20

白
き
霧
な
が
る
る
夜
の
草
の
園
に
自
転
車
は

ほ
そ
き
つ
ば
さ
濡
れ
た
り

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】
滑
ら
か
な
情
景
描
写
が
三
句
の
字
余
り
で

小
さ
な
違
和
感
に
変
わ
る
。
静
か
な
夜
を
歩
い
て
い

て
不
意
に
胸
騒
ぎ
を
覚
え
た
感
覚
。
す
る
と
そ
こ
に

自
転
車
が
現
れ
る
。
四
句
の
字
余
り
が
更
に
違
和
感

を
増
す
。
そ
し
て
「
ほ
そ
き
つ
ば
さ
」。
も
う
飛
ぶ
こ

と
の
な
い
不
思
議
な
鳥
が
佇
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

結
句
の
「
濡
れ
た
り
」
も
「
自
転
車
は
」
に
対
し
て

微
妙
に
捻
れ
て
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
異
界
に
迷
い

込
ん
だ
よ
う
な
読
後
感
が
あ
る
。 

（
前
中
　
映
）
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菅
すげ

笠
がさ

（富山県高岡市）
　菅笠のルーツは，400 年以上前に小矢部川の氾濫で沿岸一帯が泥
沼化し，自生したスゲ草で蓑を作ったところ，軽くて上品で風通し
も良いと評判になり，村の副業として菅笠作りに発展したと伝えら
れる。そして日本では唯一，スゲ田から問屋まで終始一貫した生産
技術体系を保持している。
　笠には色々な形やサイズがあり，竹で骨格となる笠骨づくりは男
性の仕事，笠縫いは女性の仕事とされ，それぞれの家で菅笠を作っ
ていた。昭和 30 年代までは年間 100 万枚以上の出荷数だった。現
在は農業用よりも踊りの花笠や民芸品などの需要が増えているが，
良質のスゲ草を活かした菅笠の高い生産技術は守り継がれ，全国の
90％以上のシェアを誇る。
　越中福岡の菅笠製作技術は国の「重要無形民俗文化財」に指定さ
れており，歴代天皇即位・大嘗祭の御菅蓋や伊勢神宮式年遷宮など
でも使用されている。また，地元の小学校では五，六年生が運動会
で花笠を手に持ち「菅笠音頭」を踊るのが恒例となっている。

（写真・解説　北川　澄子）


